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( 単位： 千円)

＜事業に関する 説明＞

   

   

   

 こ と から 、 汚染源の究明に時間及び費用がかかる と と も に、 完全な   

 汚染浄化対策を実施する ためには、 １ ０ 年以上の歳月と 費用を要す   

 る 。   

   

（ 事業実施上の問題点） （ 前年度から の見直し 点） （ 見積についての特記事項）

  機構解明調査の実施にあたり 、 汚染が地下数十mに存在し ている   

 の揚水曝気によ る 浄化対策及び浄化効果確認調査を実施する 。  その浄化対策を実施する こ と によ り 、 地下水の保全を行う も のであ  地区における 汚染源究明の基礎資料と なる 。

  る 。  

   

  有機塩素系化合物によ る 地下水汚染の汚染機構解明調査のため、   当市において地下水は水道水源の６ ５ ％を地下水に依存する と と   新町地区において汚染地下水の揚水曝気によ る 浄化対策を実施す

 太田地区及び上志津地区において定期モニタ リ ング調査及び地質ボ  も に、 世代を越えた共有の資源と し て保全し ていく 必要がある 。 そ  る こ と によ り 、 地下水質の改善が見込ま れる 。 ま た、 太田地区・ 上

 ーリ ング調査等を実施する と と も に、 新町地区において汚染地下水  こ で、 有機塩素系化合物に汚染さ れた地下水の汚染機構を解明し 、  志津地区における 機構解明調査を実施する こ と によ り 、 それぞれの

 地下水汚染が確認さ れている 地区を対象に各種調査を実施し て、 汚染

 状況の確認、 汚染源の推定を行い、 浄化対策のための基礎資料を策定 （ 事業実施に関する 根拠法令）

 し ま す。  水質汚濁防止法、 千葉県地下水汚染防止対策指導要綱


（ 事業の説明） （ 事業の目的） （ 事業の効果）

 【 有機塩素系化合物によ る 地下水汚染調査に関する 業務】 20, 500 20, 500 20, 500 20, 500 20, 500 

実
施
計
画
の
内
容

（ 実施計画における 事業の概要） 施　 　 策  水と 緑に囲ま れた、 快適で安心し て暮ら せる ま ちづく り ／快適な生活環境が創造さ れる ま ちづく り ／水質の汚濁防止のための対策を講じ ま す。

 【 有機塩素系化合物によ る 地下水汚染対策に関する 業務】 施策体系ｺ ﾄーﾞ 02-03-01-30-10 事業番号 147-1

 汚染さ れた地下水の浄化対策と し て、 汚染地下水を揚水、 曝気し て、 総事業費 102, 500千円 事業期間 平成18年度～平成22年度

 有害物質の除去を行いま す。
年度別事業費

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

決 定 額 決　 　 定

  6． 公害対策費 担当課･係  生活環境課 （ 執行課： 生活環境課

8, 975 

( 歳　 入) ( 歳　 出) 財源内訳 県支出金

要 求 額 11, 511 20, 486 要　 　 求 11, 511 

平成２ ０ 年度　 一般会計 予算見積 事業別概要書（ 当初）
款   4． 衛生費                                  事 業 名   7． 水質汚濁防止対策

一般財源

項   1． 保健衛生費                              細事業名
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